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英国会計・税務ニュースレター 

 

今回のテーマ： CBAM – 炭素国境調整メカニズムについて 

はじめに 

 CBAM（Carbon Border Adjustment Mechanism）とは、EU市場への炭素集約的な輸入品に課金するた

めの新しい方法です。対象となる商品の輸入者は、その商品に内在する炭素排出量を計算し、最終的

にその排出量に対する“上乗せ分”を支払わなければならないこととされており、CBAMの目的は、

環境を犠牲にして EU域外から低コストの商品が輸入されるのを阻止することにあります。当該

CBAMルール移行期間が本年 10月 1日より開始されるのに先立ち、本稿では改めてその制度概要と意

義等について、概説いたします。 

 

なぜ CBAMが重要なのか？ 

 CBAMは、EUに輸入される商品が、国内で生産される商品と同じ炭素価格の対象となるように設計

された仕組みです。炭素排出コストを内部化することで、競争条件を平準化し、企業が、環境税制が

より緩い可能性のある地域に生産をシフトする炭素リーケージを防止することに主眼を置いていま

す。CBAMは、排出削減政策が厳しい地域の企業が直面する競争上の不利を防ぐことに寄与し、すべ

ての国に持続可能な慣行を取り入れるよう促すことで、世界市場全体の平等を促進することが期待さ

れています。なお、CBAMは、特に鉄鋼、セメント、肥料、アルミニウム、水素、電力に関連する製

品カテゴリーに適用されます。 

 

CBAMの適用で期待されること 

 CBAMは、企業にグローバルな二酸化炭素排出量への対応と、よりクリーンな生産方法への革新を

迫ります。そして、こうした効率性と持続可能性の追求は、事業の回復力と競争力の強化につながり

ます。 

 さらに、CBAMは炭素リーケージを防止することで、世界的な炭素排出量の削減を促します。企業

は、よりクリーンな技術やサプライチェーン慣行を採用する意欲を高め、より環境に優しい未来に貢

献することが期待されています。 

 加えて、CBAMがよりクリーンな生産へのシフトの引き金となり、グローバルなサプライチェーン

が変貌を遂げる可能性があります。CBAMは、低炭素慣行を採用するサプライヤーから調達すること

でサプライチェーン全体の排出量を削減し、企業の足並みを揃えることを目的としていますが、同時

に低炭素技術やプロセスの革新にインセンティブを与えます。このような技術革新に投資する企業

は、台頭しつつあるグリーン経済における機会を活用することができることとなります。 

 

企業は何をすべきか？ -  Grant Thornton UKがお手伝いできること 

 CBAMルールは 2023年 10月 1日から適用され、 即時報告義務のある企業は、2024年 1月 31日まで

（各四半期の終了後 1ヶ月経過後）に、製品製造に係る CO2総排出量等について最初の報告を行わな

ければならないとされています。また、移行期間終了後の 2026年 1月 1日からは、炭素リーケージを

埋め合わせるための CBAM証書を通じた課徴金負担義務が開始されます。今後企業が求められる各種

活動において、Grant Thornton UKは以下のサポートをさせて頂くことが可能です。 
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1) スコープの確定 

 企業のグローバルサプライチェーンを理解し、貴社が EUに輸入する商品を確認するための

ワークショップを実施することができます。これは、CBAM制度の対象となる関税品目

（CN）コードに該当する EU商品があるかどうかを理解するためです。 

 

2) 関税サポート 

 私たちは関税に係るサービスを提供し、CBAMの報告要件に沿った正確な申告をどこで、ど

のように行うかをアドバイスします。これには、関税代理人義務の検討も含まれます。また、

データ収集プロセスが効率的に行われるようコンサルティングも行います。 

 

3) 潜在コスト分析 

 貴社のサプライチェーン及び輸入プロセス、並びにベースライン税及び排出量データに基づ

き、CBAM導入の結果生じると予想される潜在的なキャッシュ・インパクトをモデル化するこ

とができます。また、CBAMルールの結果として、あるいは CBAMルールに対応するために

サプライチェーンを変更した結果として発生する可能性のある法人税及び移転価格リスクにつ

いての洞察も提供することができます。 

 

4) 中長期的なサポート 

  私たちは、2023年 10月 1日から 2026年 1月 1日に CBAMの潜在的なコストが発生するまで

の移行期間を通じて、貴社が必要とする排出権証明書を確実に取得し、すべての要求事項を遵

守できるよう貴社にて必要となる準備作業を支援いたします。また、温室効果ガス削減アドバ

イザリーサービスにより、潜在的な CBAMコストを削減し、貴社のカーボンフットプリントを

改善するためのサポートをいたします。 

おわりに 

 CBAMの意義は、その直接的な影響にとどまらず、脱炭素化に向けて、企業により広範な変革を迫

るものとなっています。各国がネット・ゼロ目標や環境保護に取り組む中、CBAMは国際貿易を持続

可能性の目標と一致させるメカニズムを提供するとともに、世界規模での責任ある消費、生産、協力

についての議論に大きく関与する制度と言えます。 

 

以上 

 

 

 


